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カタクチイワシ対馬暖流系群における若齢魚の漁獲量を最大とする 
管理目標の設定および将来予測 
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【背景】 

 当系群のカタクチイワシは主にシラスや煮干しの原料として加工されるため、大型魚よ

りも若齢魚の方が経済的価値は高い。現在の目標管理基準値案（SBmsy）は、0～2 歳魚の

漁獲量最大（MSY）を目標としているが（図 1）、需要の高い若齢魚（0～1 歳魚と仮定）

の漁獲量が最大となる親魚量を目標とした時の管理方策について、令和 4 年 6 月に水産庁

から試算を依頼された（補足資料）。令和 4 年 9 月の資源評価会議にて 0～1 歳魚の漁獲量

が最大になる親魚量 SBx%msy （x は 80 以上の整数）を試算した結果、SB98%msy と SB9

7%msy のときに 0～1 歳魚の平均漁獲量の最大値が得られ、このうち、0 歳魚の漁獲量が

多い 97%（x=97）が選択された（図 1，FRA-SA2022-SC06-07）。令和 5 年度の資源評価結

果に基づき、SB97%msy を目標した場合の 10 年後の目標達成確率と、親魚量・漁獲量の予

測値を示した。 

 

【方法】 

 SB97%msy を目標とし、、2024 年から SB97%msy の達成が期待される F97%msy による

漁獲管理規則を適用した場合に 10 年後の親魚量が SB97%msy を達成する確率と、親魚量

および漁獲量の推移を示した。なお、限界管理基準値案（SBlimit=SB60%msy）と禁漁水準

案（SBban=SB10%msy）は令和 5 年度資源評価のベースケースと同じである（図 2）。 

また F97%msy に基づく漁獲管理規則のリスクを評価するため、管理導入後の 10 年間で

1 度でも限界管理基準値案を下回る確率を、Fmsy に基づく漁獲管理を行った場合（令和 5

年度資源評価のベースケース）と比較した。 

 

【結果】 

F97%msy に基づく基本的漁獲管理規則を継続した場合の 10 年後において、親魚量が SB

97%msy を上回る確率を表 2 に示した。10 年後の親魚量は、β=0.9 以下の場合 50%以上の

確率で SB97%msy を上回ると予測された（表 2）。一方、検討した β の範囲（0.7 以上）で

は 10 年後の親魚量が SBmsy を上回る確率は 50%未満となった。 

 表 3 に、F97%msy により漁獲管理した場合の将来予測における親魚量、および漁獲量

（全年齢）の平均値の推移を示した。比較のために、Fmsy を用いた資源評価のベースケー

スの結果も合わせて示した。β=0.8 の場合、管理導入年における漁獲量は、Fmsy を用いた

ベースケースでは 63 千トンだが、F97%msy を用いた場合 74 千トンまで増加した。また β
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=0.8 の場合、管理開始後 10 年間における 0～2 歳の漁獲量は、Fmsy を用いたベースケー

スでは 51 千～63 千トンだが、F97%msy を用いた場合 51 千～74 千トンであった。 

また Fmsy を用いた資源評価のベースケースでは、管理開始後の 10 年間に 1 度でも親魚

量が限界管理基準値案を下回る確率は、β=0.8 において 0.6%であったのに対し、F97%msy

を用いた漁獲管理規則を適用した場合は.4.8%であった（表 4）。 

 

  
図 1. 平衡状態における平均親魚量と年齢別平均漁獲量および SB99%msy～SB92%msy との

関係（漁獲量曲線） 
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a) 

b) 

 

図 2.  SB97%msy を目標とした場合の漁獲管理規則案（β=0.8 の場合）（a）縦軸を漁獲圧に

した場合（b）縦軸を漁獲量にした場合  

 

表 1. 管理目標値と親魚量、漁獲量、漁獲割合、F、SB/SB0、%SPR の関係 

管理目標値 SB Catch U F0、F1、F2 SB/SB0 %SPR 

MSY(SB100%MSY) 84 千トン 51 千トン 33% 0.18、1.99、1.99 0.45 45% 

SB99%MSY 75 千トン 51 千トン 34% 0.23、2.54、2.54 0.40 41% 

SB98%MSY 71 千トン 50 千トン 35% 0.26、2.79、2.79 0.38 39% 

SB97%MSY 68 千トン 50 千トン 36% 0.27、3.00、3.00 0.37 38% 

SB96%MSY 66 千トン 49 千トン 36% 0.29、3.18、3.18 0.36 37% 

SB95%MSY 64 千トン 49 千トン 36% 0.31、3.34、3.34 0.35 36% 

SB94%MSY 62 千トン 48 千トン 36% 0.32、3.48、3.48 0.34 36% 

SB93%MSY 61 千トン 48 千トン 37% 0.33、3.62、3.62 0.33 35% 

SB92%MSY 59 千トン 47 千トン 37% 0.34、3.74、3.74 0.32 34% 
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表 2. F97%msy を用いた漁獲管理を行った場合の将来予測において，将来の親魚量が目標

管理基準値案（SBmsy）または SB97%msy を上回る確率（%）。太字は漁獲管理規則に

基づく管理開始から 10 年目となる目標年の値を示す。 

 

a) 将来の親魚量が SBmsy を上回る確率 

 

b) 将来の親魚量が SB97%msy を上回る確率 

 

 

 

表 3. Fmsy（上）および F97%msy を用いた場合（下）の将来予測における親魚量および

漁獲量の平均値の推移。太字は漁獲管理規則に基づく管理開始から 10 年目となる目

標年の値を示す。 

 

a） 親魚量の平均値の推移（千トン） 

Fmsy を用いた場合 

 

F97%msy を用いた場合 

  

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2044 2054

1.0 0 0 92 32 29 26 26 25 25 24 25 24 24 24 23

0.9 0 0 92 38 34 31 30 30 29 28 29 29 28 29 28

0.8 0 0 92 45 40 37 36 36 35 34 35 35 34 34 33

0.7 0 0 92 53 48 45 44 42 42 41 42 42 42 42 41

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2044 2054

1.0 0 100 99 59 53 50 49 48 48 47 47 47 47 47 46

0.9 0 100 99 65 60 57 55 54 53 53 53 53 53 53 52

0.8 0 100 99 72 67 63 61 60 60 60 59 60 59 60 58

0.7 0 100 99 79 74 71 69 68 67 68 67 66 67 67 66

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2044 2054

1.0 47 80 117 92 89 87 86 85 85 85 85 84 84 84 84

0.9 47 80 117 97 93 91 90 89 89 89 89 89 88 89 88

0.8 47 80 117 102 98 96 95 94 94 94 94 93 93 93 93

0.7 47 80 117 108 104 102 100 100 100 99 99 99 99 99 99

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2044 2054

1.0 47 80 117 77 74 72 71 70 70 70 70 69 69 69 69

0.9 47 80 117 81 77 75 74 74 74 73 73 73 73 73 73

0.8 47 80 117 85 82 80 78 78 78 77 78 77 77 77 77

0.7 47 80 117 90 87 85 83 83 83 82 83 82 82 82 82
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b）0～2 歳魚の漁獲量の平均値の推移（千トン） 

Fmsy を用いた場合 

 

F97%msy を用いた場合 

 

 

   

表 4. 10 年間に 1 度でも親魚量が限界管理基準値案を下回る確率（F97%msy を用いた漁獲

管理規則を適用した場合と、Fmsy を用いた漁獲管理規則を適用とした場合） 

β F97%msy Fmsy 

1.0 11.8% 2.0% 

0.9 8.3% 1.2% 

0.8 4.8% 0.6% 

0.7 2.6% 0.3% 

  

   

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2044 2054

1.0 38 38 79 56 54 52 51 51 51 51 51 50 50 50 50

0.9 38 38 77 56 54 53 52 52 51 51 51 51 51 51 51

0.8 38 38 74 56 54 53 52 52 52 52 52 51 51 51 51

0.7 38 38 71 56 54 53 52 52 52 52 52 52 52 52 51

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2044 2054

1.0 38 38 69 56 54 53 52 52 52 52 52 52 52 52 51

0.9 38 38 66 56 54 53 52 52 52 52 52 52 51 52 51

0.8 38 38 63 56 54 53 52 52 51 51 51 51 51 51 51

0.7 38 38 59 55 53 52 51 51 51 51 51 51 50 51 50
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補足資料

 
 


